
 

様式第９ 

議 事 録 

会 議 名 令和８年第２回新城警察署協議会（定例会） 

日時・場所 令和８年５月 28日（木）午後１時 30分から午後３時 40分までの間 

新城警察署 講堂 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 者 

 

１ 委員６名（定数８名） 

  河合 惠元会長  鈴木 孝浩副会長  

  カルバリ ソウザ マスコ アドリアナ委員 

  今泉 典司委員  安井 研二委員 

  田村 純子委員 

 
２ 警察署員９名 

  本藤署長     吉村副署長    永井警務課長 

  牧野会計課長   藤村生活安全課長 井戸地域課長 

  岩原刑事課長   坂本交通課長   谷川警備課長 

３ 有識者等 

  なし 

 

１ 会長挨拶 

２ 署長挨拶 

３ 幹部紹介 

４ 報告内容 

 (1) 管内の治安情勢 

 (2) 前回の意見・要望に対する具体的な施策の推進状況 

  ア 前回の協議事項    

ホンデリングの普及と活性化について 

  イ 前回の意見・要望 

   ・ 企業や学校に対するホンデリングの協力依頼 

・ 中学生、高校生に対する被害者支援に関する講演を実施 

・ 市に対する犯罪被害者等支援条例制定に向けての働きかけ 

ウ 施策推進状況 

・ ホンデリングの趣旨に賛同した企業から、会社関係者や顧客から譲り

受けた本の寄付を受けた。 

・ 署長が市役所を訪問し、ホンデリングの趣旨を説明した。また、犯罪

被害者等支援条例の必要性を説明し、条例制定を働きかけた。 

・ 地元の高校で交通死亡事故被害者遺族による講演を実施した。    



 

様式第９（続紙） 

 
 

・ 協議会委員から紹介を受けたイベントでホンデリングについて広報を

実施したところ多くの本の寄付を受けた。 

・ ホンデリングに協力してくれた企業に対して「公益社団法人被害者サ

ポートセンターあいち」から感謝状が贈呈された。 

５ 協議事項    

交通死亡事故抑止対策について 

６ 発言の要旨 

・ 老人クラブがなくなって高齢者に対する交通安全教室の機会が減ったが、

多くの地区で老人会が残っているので交通安全教室を行ってほしい。 

・ 自転車への青切符導入により、自転車の交通ルールが注目されているが子 

供はもちろん親もルールをあまり理解していない。並走はいけないというの 

は理解しているが、歩道を走るべきか車道を走るべきか分からない。自転車 

横断帯のある横断歩道は自転車に乗ったまま渡れるが、ない横断歩道は自転 

車を降りて渡るべきか分からない。現在も学校や保育園で安全教室をしても 

らっているが今後も継続して教室を開いてルールを教えてほしい。地域によ 

って交通状況も変わるので理解度が違う。 

・ 新城署の国際交流のイベントで外国籍の親子に声をかけて交通ルール等 

 の説明をしてもらっているが、ぜひ機会を増やしてほしい。 

・ 工場等で働いている外国籍の人にも交通安全教室を開いてほしい。 

・ 新城で居住している市民、特に高齢者は防災無線を聞いている人が多い 

ことから、広報の効果がある。署長が自ら防災無線で交通事故の情勢や交通 

事故防止を呼び掛けてはどうか。 

・ イベントや高齢者の集いで腕に巻いたりできる反射材を配っていただい

ているが、実際に付けている人が少ない。靴の後ろに貼る反射材や、自転車

のスポークや泥除けに貼る反射材にしたほうが効果があると考える。 

・ 山間部の整備された道路でスピードを出す車やバイクが多いことから道

路の構造を変えたり、通行量の多い街中では模擬オービスや赤色灯等、視覚

に訴える構造物を設置してはどうか。 

７ 意見・要望 

 ・ 子ども、高齢者、外国籍の方を対象とした交通安全教室の継続実施 

・ 防災無線等を活用した交通事故防止広報の実施 

・ 交通事故防止グッズである反射材の有効活用と配布 

８ その他 

次回開催予定 令和８年８月下旬を予定 

 

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 


